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ネルギーを求めた結果、雲のない場合と比べて南斜面上で6.lMJm ~ day 1減少し、北斜面上で1.9MJm ~ 
day 1増加した。この変化量の南北差は、全天日射量の構成要素である直達成分が減少する一方で散乱成分
が増加した結果と考えられた。また、雲の効果が最も顕著に現れる冬の季節風の条件下では、南斜面で低層
雲が発達するため、南斜面の全天日射量が非常に低下する特徴を再現することができた。加えて、海言語反射
と雲の関係について太陽軌道がほぼ等しい春季と秋季を比較すると、済ナト!島の南海上に雲の出現頻度が高ま
る4月に高斜面の沿岸域で反射成分が小さくなる一方、雲の出現頻度が低い 10月に増大した。こうした特
徴は、南斜面沿岸域における果樹生産地帯の分布と関係すると考えられた。
以上の結果から、本研究で開発したモデルを実際の天候および地形に適用することにより、実態、に近い日
射量分布を推定することが可能であり、気候資源の有効利用ほかの研究に応用できる価値が高いことが明ら
かになった。
審査の結果の要旨
本モデルは、雲の発生高度による日射透過率の違いと海面による反射の成分を考慮し、同時に地形の遮蔽
効果を加えて、年間を通し時々刻々変化する地表入射エネルギーをメッシュ毎に計算するものである。国土
数値情報などの地形情報と雲分布に関する衛星画像データを基に、小規模な計算機資源で、入射エネルギ一
分布を推定することができ、実用性に優れたモデルである。 済州島へ適用した結果は、現地の農業土地利用
分布を説明しえると推察され、雲分布の時間変化と地形が複雑な東アジア諸国を含めた広範な地域について、
気候資源量評価に対する利用価値が高い手法である。
平成 24年 1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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